
《本書をお誘みになる前に／／

禽… 本 書 は 剛 １ｊ県 デ ス テ ィ ネ ー一 シ ョ ン キ ャ ン
ペ ー一 ン の一一環 と し て・

旅行作家の会メ ンバーにて県内全域を取材㌔
調査 してまとめたもの

で づ一
。

禽…全体の章だては、 ① 剛山の
歴史と全県の文学と口］一カル線の旅

をまとめ、 ②告備
路として、 吉備

線に沿う吉備路のどユ］ボイ ント

を 総 介 し た。 ③ は 閥 山、
倉 敷 の 両 市 を 主 体 に、

④ 備 醜 エ リ ア の 小 瀞

泉
、
片 鉄 ロ マ ン 街 道、

瀬 戸 内 海 沿 岸 の 牛 窓 周 辺㌔
犬 島 な ど を ま と め

て い る。 ⑤ 備 中 エ リ ア
と し て、 倉 敷 を

③ に 納 め た の で・ そ の エ リ
ア

を 除 き、 真 鍋 島 か ら 井
原 鉄 遣 沿 線、 備 申

高 梁、 阿 新、
新 見 な ど を ま

と め
、
⑥ と し て 美 作 エ リ ア を 紹 介 し ま し た。 い く つ か の

稿 は ２ つ の

エ リ ア に わ た っ て い ま すカミ、 主 要 な エ リ
ア に 収 め て お り ま す。

冷 … 宿 に つ い て は、 今 回
の 取 材 で、 泊

ま っ た と 二 ろ、 特
別 に 取 材 で

寄ったところを紹介 してあり漢す、 い
ずれもそれぞれのユリアの末

尾 に 収 め ま し た亡 県
内 に は こ の ほ か に 数 多 く の 宿 が あ り ま す。 い ず

れ、
別の機会に紹介します。 宿綴箏

臓 が締漢の 樹 のＤＡγＡ欄

の宿泊料は特にことわりカ書概 蝦 り、
繋舷期を綜く 平 臥 １泊２ 魚

ユ室２名利用の五人あたり、 消費磁
・診一どス料逃みの金額を表示

しておりまず。 お宿に
よっては各種のプラ 淵 凋 意され㌔ また季節

変動などもありますので、 お出かけの
際はご確認く花さい。

◇ … 取 棺 の 過 程 で、 紹
介 し だ い 陳、

観 施 に 携 約 る 方 省、
施 設 や 事 柄

などをコラム形式でとりあげま し危。 広い 剛
圭煤 のほんの一端です

が、 旅の
ご参考にしていただければ幸いです。

◇…今回の取材では岡凶県観党物産課、 剛
蝶 観光連誰、 剛１

県旅

館組含、 各
榊丁村観光鴻会などの皆さんに数多くの協プコをい

ただき

ま し た。 お 礼
申 し 上 げ ま す。

含…今回の敢械でまわり切れなかった所や１ 取
材時問不足校どによ

っ て、 取 材 残 し を
生 じ た 所 が あ り ま す。 い ず れ 調

査 を 重 ね㌔ よ り 成

果 を ｊ二げ た い と 思 い ま す。 ま た、
な か に は 誤 り や 変 更 に な っ た 事 象

などもあろうかと思います亡 それらにつ
いては、 繍集部

あてにＲ蛆

で お矢口ら せ 下 さ い。 次
の 機 会 に 訂」正 を 入 れ

た い と 思 い ま す。
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